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胴縁:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)
間柱:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

母屋:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

大梁:
H-600x200x11x17(SN400B、溶融亜鉛めっき)

柱:
H-300x300x10x15(SN400B、溶融亜鉛めっき)

持ち出し梁:
H-250x125x6x9(SS400、溶融亜鉛めっき)

独立基礎:
鉄筋コンクリート t=1000mm
捨てコン t=50mm
砕石 t=100mm
※崖側1箇所は根入れ深さ1,400mmの深基礎とする

ガセットプレート:
SS400、溶融亜鉛めっき

シャッター方立:
角形鋼管-150x150x4.5(STKR400、溶融亜鉛めっき)

シャッターまぐさ:
H-200x100x5.5x8（SS400、溶融亜鉛めっき)

ブレース:
丸鋼 φ19(SR235、溶融亜鉛めっき)

クレーンガーダ:
I-200x100x7x10、溶融亜鉛めっき
リン酸塩処理
エポキシ樹脂プライマー
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

外壁
ガルバリウム鋼板、正角波 t=0.5mm、素地

外壁
ガルバリウム鋼板、正角波 t=0.5mm、素地

雪止め金具:
立平アングル用雪止め
St L-50x50x4

2.0tホイスト (NHE2.0MRHV相当品)

2.0tホイスト (NHE2.0MRHV相当品)

床:
土間コンクリート t=150mm、防塵塗装仕上げ
砕石 t=100mm、防湿シート

FIX窓:
中空ポリカーボネート t=10mm
(遮熱・光拡散・UVカット機能付き)
専用アルミ枠(押さえ縁方式)
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

走行レール:
H-400x200x8x13、溶融亜鉛めっき
リン酸塩処理
エポキシ樹脂プライマー
ウレタン樹脂塗料(グリーン)

サドル:
I-200x100x7x10、溶融亜鉛めっき
走行レールと同処理

走行レール:
H-400x200x8x13、溶融亜鉛めっき
サドルと同処理

クレーンガーダ:
I-200x100x7x10、溶融亜鉛めっき
リン酸塩処理
エポキシ樹脂プライマー
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

クレーンガーダ:
I-200x100x7x10、溶融亜鉛めっき
リン酸塩処理
エポキシ樹脂プライマー
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

大梁:
H-600x200x11x17(SN400B、溶融亜鉛めっき)

大梁:
H-600x200x11x17(SN400B、溶融亜鉛めっき)

転び止め:
L-50x50x4(SN400B、溶融亜鉛めっき)

柱:
H-300x300x10x15(SN400B、溶融亜鉛めっき)

柱:
H-300x300x10x15(SN400B、溶融亜鉛めっき)

胴縁:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

胴縁:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

母屋:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

持ち出し梁:
H-250x125x6x9(SS400、溶融亜鉛めっき)

持ち出し梁:
H-250x125x6x9(SS400、溶融亜鉛めっき)

高天井用LED

電動シャッター

屋根:
ペフ付ガルバリウム鋼板 t=0.8mm、素地

パネル:
塩化ビニル樹脂（PVC）パネル t=3mm
非鉄金属・プラスチック用プライマー
シリコン樹脂塗料(グリーン)

パネル:
塩化ビニル樹脂（PVC）パネル t=3mm
非鉄金属・プラスチック用プライマー
シリコン樹脂塗料(グリーン)

パネル[       ]:
塩化ビニル樹脂（PVC）パネル t=3mm
非鉄金属・プラスチック用プライマー
シリコン樹脂塗料(グリーン)

見切り:
ガルバリウム鋼板 t=0.35mm

水切り:
ガルバリウム鋼板 t=0.35mm

引き違い窓:
網入り複層ガラス
アルミサッシ
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

独立基礎:
鉄筋コンクリート t=1000mm
捨てコン t=50mm
砕石 t=100mm
※崖側1箇所は根入れ深さ1,400mmの深基礎とする

※地盤の状態によるがフーチングは1200mmと暫定する。
敷地境界を越えぬよう、偏心基礎にしている。

1200

地中梁:
鉄筋コンクリート t=600mm

床:
土間コンクリート t=150mm、防塵塗装仕上げ
砕石 t=100mm、防湿シート

FIX窓:
中空ポリカーボネート t=10mm
(遮熱・光拡散・UVカット機能付き)
専用アルミ枠(押さえ縁方式)
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

FIX窓:
中空ポリカーボネート t=10mm
(遮熱・光拡散・UVカット機能付き)
専用アルミ枠(押さえ縁方式)
ウレタン樹脂塗料(イエロー)

サドル:
I-200x100x7x10、溶融亜鉛めっき
リン酸塩処理
エポキシ樹脂プライマー
ウレタン樹脂塗料(グリーン)

独立基礎:
鉄筋コンクリート t=1000mm
捨てコン t=50mm
砕石 t=100mm
※崖側1箇所は根入れ深さ1,400mmの深基礎とする

散布車
(MS-40BIT相当品)

散布車
(MS-40BIT相当品)

散布機
(MS-10MGH相当品)

凍結防止剤

散布車
(MS-40BIT相当品)

収納棚 収納棚

散布車
(MS-40BIT相当品)

散布機
(MS-10MGH相当品)

凍結防止剤

3
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ガセットプレート:
SS400、溶融亜鉛めっき

ガセットプレート:
SS400、溶融亜鉛めっき

間柱:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

間柱:
C-150x50x2.3(SS400、溶融亜鉛めっき)

シャッター方立:
角形鋼管-150x150x4.5(STKR400、溶融亜鉛めっき)

シャッターまぐさ:
H-200x100x5.5x8（SS400、溶融亜鉛めっき)

細いピッチが前に出る正角波を採用。
僅かだが異化作用とシャープな印象を目論んでいる。

ガルバリウム鋼板の素地が周囲の風景を鈍く反射する。

緩やかな勾配で雪解け水が排水できる。

シャッター口から前面道路までの傾斜はアスファルト舗装により均す。

竪樋は雨樋の両端に配置し、シンメトリーの印象を強めている。

屋外用LED

照明スイッチを
勝手口付近に設置

架構には溶融亜鉛メッキを施し、耐塩性を確保している。GLは標高386.5mとし、前面道路より高くする。

ブレース:
丸鋼 φ19(SR235、溶融亜鉛めっき)

水勾配 0.8%

水勾配 0.8%
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一般車・出庫

散布車・出庫散布車・入庫

一般車・入庫

庇の内部に1箇所とシャッター付近に2箇所、屋外用LEDを設える。

99
25

77
00

1/290

床面積：172.5㎡

エレメントどうしの色がリンクする。

マルチ・エイリアスの所在

遠景、あるいは車窓からの一瞥 天井クレーンと主柱が窓を横切る。

勝手口を見る。設備系のスイッチと換気窓を集約。

倉庫内を見る。 窓に塩ビパネルが嵌め込まれている。。連続立面図

壁面中央に換気用窓がある。

勝手口にはマッシブな庇がつく。カラーは散布車や設備、周囲の自然の色と重なる。

屋根は三寸勾配。雪止めがついている。 6 つの高天井用 LED が室内を照らす。主柱と基礎の納まり。

主柱・大梁・持出梁の納まり。

此処には異なる秩序が幾つも潜んでいる。柱、窓、
胴縁、パネル、扉、屋根、壁、それらを規定する秩
序はそれぞれ独立し存在している。建築によって叶
えたい複数の事象にパラレルに向き合う。そうする
ことで生まれた秩序は設計が進むごとに、重なった
り、相反したりする。建築設計におけるあらゆる矛
盾や意味の重なりを受容し、建築が本来の意味を越
えて多解釈的になるようにする。例えば、柱はその
合理性から、全体を 3 等分するように配置されるが、
窓はそれとは独立して 1000mm 角を基準に壁面を
5 等分する。そして天井クレーンは揚程により定め
られる。それぞれが独立して立ち上がると、窓から
柱が見切れたり、クレーンが窓を横切ったりする。
これらの矛盾はさらなる解釈を生み、建築がそれ以
上の価値を持ち始める。一方で、等間隔に配置され
た胴縁は窓のフレームの間隔と丁度重なり、合理性
を強めている。如何にせよ、パラレルな秩序を衝突
させることは、新たな意味を生み出したり、その意
味を強めたりする。1+1は 3または強力な 1となる。

遠景、あるいは車窓からの一瞥においてのみこの建
築は社会と接続する。その刹那的な知覚の中で建築
が見過ごされぬよう、建築の表徴としての強度を高
める必要がある。倉庫というニュートラルな形式に
対して、家よりもスケールの大きい家型と、ファサー
ドに穿たれた窓・パネル群、窓を横切る主柱とクレー
ン、マッシブな庇、シンメトリーに配置された雨樋
が違和を生じさせる。日中、それぞれのオブジェク
トは壁面にリズミカルな影を落とし、夜間、光が灯
ると半透明のポリカーボネートを通して巨大な光の
格子へと変貌する。それは、車窓からの一瞥に耐え、
見る者の記憶に断片を刻み込むための、表徴である。

幾何学はその象徴力により、様々なイメージと結び
つく。ファサードを構成する幾何学的なパネル群は、
記憶の中のイメージへの参照であり、都市に遍在す
る無数の建築の断片でもある。それは過去のイメー
ジが星座のようにきらめく瞬間の現出を意図してい
る。そして、それらの幾何学は、黄金比、グリッド、
シンメトリー、拡大、切断、円弧、鈍角、鋭角、そ
れぞれ異なる秩序によって独立している。できる限
り多くの集合に重なるように合成された幾何学はイ
メージを積極的に想起させる。それは表象する幾何
学であり、建築のかたちにだって、王冠にだって、
文字にだってなってくれる。

この建築は、数多の秩序を内包する。特徴的なカタチは設計者自身の記憶や、世界に存在するあらゆる形態群を参照している。普遍的で
豊富なカタチが敷地を構成するエレメントと重なることを意図している。また、架構、設備、敷地周辺に内在するグリッド、シンメトリー、
家型などの比例体系を拡大解釈し、同じくイメージとして取り込む。これらは経済的・合理的根拠に拠るが、建築に内在するイメージが
敷地環境を越えて関連付く意図と重なっている。複数の語り口を含んだ、幾つものイメージの重なりが、この建築の現れとなっている。

クレーンが窓の前を横切る時、その機械的なシルエッ
トは窓の幾何学と重なり、新たなイメージの断片を
生み出し続ける。この装置は、通り過ぎゆく人々の
記憶を喚起し、常に移ろう風景の断片であり続ける。

建物を敷地北西の道路側に寄せることで崖からの安
全距離を確保し、散布車が最低限の切り返しで駐車
できるよう、シャッター前に最大限のクリアランス
を設けている。また駐車エリア、散布機エリア、散
布剤エリアを明確に区分し、動線の最適化を図る。

外構工事はアスファルト舗装のみ。前面道路から雨水が流入しないよう、建物側を高く
する。散布車、一般車ともに最低限の切り返しかつ、どちらの車線からでもで駐車でき
るよう、シャッター前に最大限のクリアランスエリアを設けている。土地の造成は行わ
ない。散布車の最小回転半径は7500mm、一般車の最小回転半径は5000mmと暫定する。

厳しい与条件に応答するため、建築はその最も基本
的な型へと還元された。この倉庫というタイプに内
在するグリッドや反復といった秩序を拡大解釈し、
建築の主要な断片のひとつとした。
ファサードに穿たれた正方形基準の窓群、マッシブ
な庇の三角形、鈍く銀に光る家型は、それ自体が純
粋な幾何学であると同時に、この場所固有のアナロ
ジーでもある。それは内部に整然と積まれる凍結防
止剤のパレットの積層であり、独特な形態をした散
布機のシルエットであり、天井クレーンが機械的に
グリッドを移動する軌跡の投影でもある。また、家や、
木々や、月のような、日常に潜む記号でもある。
機能と幾何学が類推の関係で結ばれることで、建築
は単なる箱であることをやめ、形式は強度を帯びる。

経済的、合理的観点から、短手方向に強固なラーメ
ン構造、長手方向にブレース構造を採用した。幅
11.5m の無柱空間を実現するため、短手方向に柱梁
を剛接合した強固な山型ラーメン架構を 5m ピッチ
で配置。ブレースは壁・屋根共に中央スパンに集中
配置し、建物全体の剛性を確保する効率的なコアを
形成。2t クレーンの荷重は、主柱から持ち出した H
形鋼のコーベルで支持。主架構に SN400B 材を選定
し、高い耐震性を確保する。
架構は C 形鋼の母屋・胴縁によって一体的に連結さ
れ、屋根・壁の荷重を効率よく主柱に伝達。窓の補
強枠はその水平材を胴縁と兼用することで部材数を
削減。幅 7m のシャッター開口部は、角形鋼管の方
立と H 形鋼のまぐさによる補強フレームを設け主構
造に影響を与えることなく成立させる。また、敷地
境界条件の圧迫を回避するため、独立基礎を偏心基
礎とし地中梁で連結。建築面積の増加を抑制してい
る。最小限の部材で成立する明快な構造計画とした。

パラレル・ドライブ

クレーン、あるいは表象の装置

プランズ・システム

形式、記号、連想

―マルチ・エイリアスの所在、一身二ヶ所存在―
ニュートラルな架構

○＋△＋□＝CROWNスピードに耐える表徴力

バイロケーションズ

構造ダイアグラム

平面図断面詳細図

配置図・軌跡図
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※直進、緩やかなカーブは省略して描いている。

部材名 素材と寸法と数 単価の目安 コスト目安
【基礎工事】 ※崖側1箇所は根入れ1.4m 4,810,000
砕石 C-40、厚さ100mm 4,000円/㎥ 200,000
捨てコンクリート Fc=18N/mm²、厚さ50mm 15,000円/㎥ 250,000
独立基礎フーチング 鉄筋コンクリート、1200角×厚400mm / 8箇所※ 300,000円/箇所 2,400,000
独立基礎立上り部 鉄筋コンクリート、400角×高500mm / 8箇所 50,000円/箇所 400,000
地中梁・基礎巾木 鉄筋コンクリート、幅400×高600mm 40,000円/m 1,560,000

【鉄骨工事】 7,500,000
主柱 H-300x300x10x15（SN400B、溶融亜鉛めっき）/ 8本 350,000円/本 2,800,000
大梁 H-600x200x11x17（SN400B、溶融亜鉛めっき）/ 8本 450,000円/本 3,600,000
母屋・胴縁 C-150x50x2.3（SGC400、溶融亜鉛めっき）/ 125本 6,000円/本 750,000
ブレース 丸鋼19φ（SR235）、ターンバックル等一式 / 6セット 50,000円/セット 350,000

【屋根・外壁工事】 4,930,000
折板屋根 ペフ付ガルバリウム鋼板 t=0.8mm / 190㎡ 8,000円/㎡ 1,520,000
雪止め金具 アングルタイプ / 30m 3,000円/m 90,000
角波サイディング 正角波、ガルバリウム鋼板 t=0.5mm / 400㎡ 5,500円/㎡ 2,200,000
各所板金・水切り ガルバリウム鋼板 t=0.6mm / 一式 1,120,000

【建具・開口部工事】 4,650,000
電動シャッター W7000×H4000、安全装置付 / 1台 2,000,000円/台 2,000,000
シャッター方立 角形鋼管-150x150x4.5（STKR400、溶融亜鉛めっき）/ 2本 150,000円/本 300,000
シャッターまぐさ H-200x100x5.5x8（SS400、溶融亜鉛めっき）/ 1本 200,000
開口補強フレーム C-150x50x2.3（SGC400、溶融亜鉛めっき）/ 一式 300,000
採光窓（ポリカ） 中空ポリカt=10mm、専用枠一式 / 9枚 150,000円/箇所 1,350,000
換気窓 アルミサッシ W1000×H1000、網入複層 / 3枚 150,000円/枚 450,000
ドア・庇 鋼製ドア、特注庇 / 1セット 350,000円/セット 350,000

【塗装工事】 530,000
鉄骨部材塗装 亜鉛めっき、リン酸塩処理後、ウレタン樹脂塗装 / 一式 200,000
アルミサッシ塗装 非鉄金属用プライマー後、ウレタン樹脂塗装 / 3窓分 80,000円/窓 240,000
窓押縁（アルミ）塗装 非鉄金属用プライマー後、ウレタン樹脂塗装 / 9窓分 10,000円/窓 90,000

【内部・設備・外構他】 11,850,000
床（土間コン） t=150mm、鉄筋入、防塵塗装仕上 / 172.5㎡ 8,000円/㎡ 1,380,000
クレーン本体 2.0tホイスト (NHE2.0MRHV相当品) 1,500,000円/式 1,500,000
クレーンガーダ H-400x200x8x13 (SN400B、溶融亜鉛めっき) L=11.5m 900,000
走行レール I-200x100x7x10 (SS400、溶融亜鉛めっき) L=15m x 2本 600,000
持ち出し梁 H-250x125x6x9 (SS400、溶融亜鉛めっき) 8箇所 400,000
設置・電気工事 一式 800,000
照明器具 LED（高天井用6、屋外用3） / 一式 600,000
電気工事 配線・スイッチ・分電盤 / 一式 670,000
外構工事 アスファルト舗装 / 一式 2,500,000
仮設工事 足場・仮囲い等 / 一式 2,500,000
直接工事費(A) 34,270,000(建築工事: 21,720,000) (設備・電気工事: 5,470,000) (外構・仮設: 5,000,000)
共通費(B) 6,168,600(現場管理費、一般管理費など。Aの約18％と仮定)

※本概算工事費は、公共建築工事積算基準、広く公開されている統計データを基に算出した、設計段階での参
考資料です。そのため、今後の詳細設計や資材価格の変動等により、実際の工事金額とは乖離が生じる可能性
があることをご了承ください。※昨今の社会情勢を考慮し、予算の65％を目標に設計いたしました。詳細設計
や資材価格の変動等により総工費が1.5倍に膨れ上がったとしても、予算内に納まることを意図しています。

合計（税抜）(C + A + B) 40,438,600
消費税(10%) (D) 4,043,860
総工事費（税込）(C + D) 44,482,460


